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平成２８年岬町子ども議会第１日会議録 

 

○平成２８年１月２８日（木）午後１時３０分開議 

 

○場 所   岬町議会議場 

 

○出席議員 次のとおり１９名です。 

 

○ 傍  聴 １５ 名 

 

○地方自治法第１２１条の規定により本会に出席を求めた者は次のとおりです。 

  １番 池
いけ

 中
なか

   奏
かなで

 

 

 

 

  ２番 津
つ

 井
せい

 紅
く

玲羽
れ は

   ３番 岡
おか

 田
た

 拓
たく

 磨
ま

 

  ４番 中塩路
なかしおじ

 海
かい

 斗
と

   ５番 大山田
おおやまだ

 一
いっ

 平
ぺい

   ６番 木
き

 戸
ど

 きらり 

  ７番 山
やま

 本
もと

 希
き

 衣
い

   ８番 尾
お

 崎
ざき

 梨
り

 音
お

   ９番 桶
おけ

 谷
たに

 七
なな

 海
み

 

  10番 福
ふく

 竹
たけ

 玲
れい

 奈
な

   11番 青
あお

 柳
やぎ

 勇
ゆう

 輝
き

   12番 北
きた

 野
の

 晴
せ

 愛
ら

 

  13番 下
しも

 出
で

 泰
たい

 史
し

   14番 酒
さか

 井
い

 志
し

 帆
ほ

   15番 岩
いわ

 永
なが

 空
そ

亜来
あ ら

 

  16番 大
おお

 内
うち

 陽
はる

 斗
と

   17番 芳
よし

 山
やま

 櫻
さくら

 子
こ

   18番 辻
つじ

 本
もと

 芙
ふう

 杏
あ

 

  19番 北
きた

 野
の

   樹
いつき
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○本会の書記は次のとおりです。 

議会事務局長 岸 本 保 裕  

 
 

 

○会  期 

  平成２８年１月２８日（１日） 

 

○会議録署名議員 

 １番 池 中   奏  ４番 中塩路 海 斗 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 

  日程１  議席の指定 

  日程２ 

  日程３ 

 会議録署名議員の指名 

会期の決定 
  日程３  会期の決定 

  日程４ 

  日程３ 

 一般質問 

会期の決定 
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質問事項 質　問　の　要　旨 答弁者

淡輪小
  大内　陽斗
  中塩路　海斗

①
②

美しい岬町について ・
ごみ箱の設置やリサイクルで再利用を
（①、②合同質問）

淡輪小
  下出　泰史

多奈川小
   津井　紅玲羽

①

②

交通問題について ・
バスの増設便、バスを中学校の通学時間帯に
走らせてほしい
（①、②合同質問）

淡輪小
　山本　希衣
多奈川小
  岡田　拓磨
深日小
　尾崎　梨音

　
①

②

③

岬町の魅力づくりに
ついて

・
人口を増やすための取り組みは
（①、②、③合同質問）

企画政策担当課長

学校教育課長

淡輪小
  大山田　一平 ①

空き店舗の活用に
ついて

・ 空き店舗を壊して飲食店などにできないか 産業振興課長

多奈川小
　青柳　勇輝 ④

・
サイクリングが楽しめる自転車道がほしい
（④質問）

淡輪小
  酒井　志帆
  木戸　きらり

　
⑤
⑥

・
住みやすい岬町にするには
（⑤、⑥質問）

淡輪小
  北野　樹
  岩永　空亜来

　
①
②

・
街灯設置について
（①、②合同質問）

深日小
  桶谷　七海

　
③

・
道路の整備・拡幅、街灯、カーブミラーの設置
（③質問）

多奈川小
  北野　晴愛

防災について ・ 災害時の放送を聞こえやすく 危機管理担当課長

多奈川小
  福竹　玲奈
　池中　奏

①
②

岬町の観光につい
て

・
特産品や限定品などを活かして観光客の多い
町に
（①、②合同質問）

観光交流課長

深日小
　辻本　芙杏

遊び場について ・ 遊具の充実した公園の整備 子育て支援課長

深日小
  芳山　櫻子

学校施設について ・ 学校施設の充実 学校教育課長

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問者

岬町の魅力づくりに
ついて

企画政策担当課長

学校教育課長

住民生活課長

土木下水道課長

平成２８年１月２８日子ども議会

安全なまちづくりに
ついて
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⑲

◎議長
淡輪小

北野　樹

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

多奈川小

福竹 玲奈

多奈川小

青柳 勇輝

多奈川小

北野 晴愛

淡輪小

下出 泰史

淡輪小

酒井志帆

淡輪小

岩永 空亜来

淡輪小

大内 陽斗

深日小

芳山 櫻子

深日小

辻本 芙杏

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

多奈川小

池中 奏

多奈川小

津井 紅玲羽

●副議長
多奈川小
岡田 拓磨

淡輪小

中塩路 海斗

淡輪小

大山田 一平

淡輪小

木戸 きらり

淡輪小

山本 希衣

●副議長
深日小

尾崎 梨音

深日小

桶谷 七海

出
入
口

副町長

種村 誠之

副町長

中口 守可

町　長

田代　堯

教育長

笠間 光弘

岬町議会
議長

道工 晴久

岬町議会
副議長

小川日出夫

学校教育
課長

澤　憲一

危機管理

担当課長
川端 慎也

企画政策
課長

寺田 武司

産業振興
課長

河合 敦己

土木下水道
課長

中谷 博夫

監査委員

反保多喜男

危機管理監

中田 道徳

まちづくり

戦略室長

保井 太郎

総務部長

古谷　清

住民生活
課長

波戸元雅一

観光交流
課長

吉田 一誠

子育て支援
課長

竹下 雅樹

企画政策監

西 啓介

財政改革

部　長
四至本直秀

教育次長

廣田 節子

都市整備部

水道事業
担当理事
鵜久森　敦

しあわせ創造部

部長
古橋　重和

岬町子ども議会議場配席図

一　般　傍　聴　席

次の議長
深日小：尾崎 梨音

次の議長
多奈川小：岡田 拓磨

事務
局長
辻下

演 壇

議長席辻下
事務
局長

演 壇

議長席辻下
事務
局長

演 壇

議長席辻下
事務
局長

演 壇

議長席岸本議会事
務局長

演 壇

議長事務
局長
辻下

演 壇

議長席辻下
事務
局長

演 壇

議長席辻下
事務
局長

演 壇

議長席辻下
事務
局長

演 壇

議長席事務
局長

岸本保裕

演 壇

議長
淡輪小
北野 樹

 

 

 



 

1 

（午後１時３０分 開会） 

 

○北野 樹議長     

ただいまから岬町子ども議

会を開会いたします。 

今回、子ども議会の議長を

務めさせていただきます淡輪小学校の北野 樹です。 

よろしくお願いします。 

それでは、本日の会議を開きます。 

ただいまの時刻は午後１時３０分です。 

本日の出席議員は１９名です。 

 

○北野 樹議長 

  日程１、議席の指定についてを議題といたしま

す。 

  議員の皆さんの議席は、ただいま座っている議

席を指定します。 

 

○北野 樹議長 

  日程２、会議録署名議員の指名についてを議題

とします。 

  議長において指名を行います。 

  議席番号１番、多奈川小学校の池中 奏さん、

議席番号４番、淡輪小学校の中塩路海斗さん、以

上の２名の方を指名いたします。よろしくお願い

します。 

  

○北野 樹議長 

  次に、日程３、会期の決定を議題といたします。 

 おはかりします。子ども議会の会期は、本日１月

２８日の１日と決定したいと思いますが、これに

ご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

 

○北野 樹議長 

  異議なしと認めます。よって、この子ども議会

の会期は、本日１日と決定しました。 

  ここで、本日の岬町子ども議会出席者の紹介を

行います。 

  まず、町長さんをはじめ、まちのいろいろな仕

事に責任を持って取り組んでいただいている皆さ

んの自己紹介をお願いします。 

 

      （理事者側の自己紹介） 

田代町長、中口副町長、種村副町長、笠間教育長、 

道工議長、小川副議長、反保監査委員、中谷土木

下水道課長、河合産業振興課長、竹下子育て支援

課長、吉田観光交流課長、波戸元住民生活課長、

寺田企画政策担当課長、川端危機管理担当課長、

澤学校教育課長 

 

（子ども議員の自己紹介） 

 多奈川小学校５年、池中 奏 

多奈川小学校５年、津井紅玲羽 

多奈川小学校６年、岡田拓磨 

淡輪小学校６年、中塩路海斗 

淡輪小学校６年、大山田一平 

淡輪小学校６年、木戸きらり 

淡輪小学校６年、山本希衣 

深日小学校６年、尾崎梨音 

深日小学校６年、桶谷七海 

多奈川小学校５年、福竹玲奈 

多奈川小学校６年、青柳勇輝 

多奈川小学校６年、北野晴愛 

淡輪小学校６年、下出泰史 

淡輪小学校６年、酒井志帆 

淡輪小学校６年、岩永空亜来 

淡輪小学校６年、大内陽斗 

深日小学校６年、芳山櫻子 

深日小学校６年、辻本芙杏 

―――――――――――――――――――――――――――― 
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○北野 樹議長 

  次に、日程４、一般質問を行います。 

  順位に従いまして質問を許可します。 

 質問をする人は、あわてず、はきはきとマイク

を使って発言をお願いします。なお、再質問は行

いません。 

  一般質問について同じような内容の質問につい

ては、複数のお名前をお呼びしますので、前の席

に出てきてください。 

  淡輪小学校の大内陽斗さ

ん、同じく淡輪小学校の中

塩路海斗さん。 

 

 

○大内陽斗議員 

 淡輪小学校６年、大内

陽斗です。 美しい岬町

について質問します。 

  僕は、岬町のごみ箱についてお聞きします。 

 日ごろ遊んでいて、お菓子の袋を捨てようと思っ

たときに、ごみ箱がなくて困ったことがあります。

ごみ箱がなければポイ捨てが増え、まちが汚くな

ると思います。僕のおばあちゃんは、地区の防犯

と清掃活動をしています。僕もたまについていく

と、岬公園駅の周りの国道側の出口あたりや歩道

橋の近くに、たばこやガムのごみがたくさん落ち

ていました。缶やペットボトルなどの分別のごみ

箱があればと思います。人が大勢集まる施設や人

通りの多い道にたくさんごみ箱を設置してほしい

です。 

  以上で質問を終わります。 

 

○中塩路海斗議員 

 淡輪小学校６年、中塩路

海斗です。引き続き質問を

します。 

  僕は、岬町をよくするために、月に１回岬町の

みんなでごみ袋を持って地域を歩き、ごみ拾いを

するクリーンの日をつくってほしいと思います。

そうしたら道に落ちているごみや、海に捨てられ

ているごみが減って、岬町がきれいになると思い

ます。でも、全部がごみではありません。空き缶、

プラスチックごみや紙など、リサイクルできるも

のは学校や各家庭で取り組み、みんなで力を合わ

せて再利用したらいいと思います。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○北野 樹議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。 

 

○波戸元住民生活課長 

 住民生活課の波戸元です。最初に、淡輪小学校

の大内陽斗議員の、施設や人通りの多い道路にご

み箱を設置してほしいというご質問にお答えさせ

ていただきます。 

  岬町の公共施設には、健康ふれあいセンターピ

アッツァ５や公民館、町民体育館など、住民の方

全体が利用する建物や老人憩いの家、また集会所

のように各地区の方が利用する建物と、各地区の

子どもたちが利用する児童遊園のような広場があ

ります。このような建物には燃えるごみや空き缶、

ペットボトルを分けて捨てられるごみ箱が置かれ

ています。学校にもごみを種類ごとに分けるごみ

箱を置いていると思います。しかし、議員ご質問

の広場や道路にはごみ箱は置いていません。これ

は、ごみ箱を置くことによって、そのごみ箱にほ

かのところからいろいろなごみが置かれ、ときに

は電化製品や金属、布団などが捨てられ、せっか

く美化のためにごみ箱を置いているのに、かえっ

てごみが増え、きれいな環境を壊してしまうこと
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になるからです。皆さんが出かけられたときに、

道路や公園にあるごみ箱にたくさんのごみが置か

れているのを見かけたことがあると思います。き

れいにするために置かれたごみ箱の回りが、かえ

って汚くなってしまいます。こうしたことから、

ごみは持って帰ってもらおう、ポイ捨てはやめよ

うといったことを呼びかける看板やポスターを使

って、環境はみんなで守りましょうという美化へ

の考え方を高めていくことが必要であると考えて

います。ごみに対する考え方を変えていくことに

取り組んでいきたいと考えています。 

  次に、同じく淡輪小学校、中塩路海斗議員の、

月に１回、クリーンの日をつくってはどうかとい

うご質問について、お答えさせていただきます。 

  日本では平成３年度から、６月の１ヶ月間を環

境月間と定めて、いろいろな行事が行われていま

す。岬町では６月の第１日曜日を環境美化行動の

日と定め、まち全体がきれいになるように、皆さ

んの家の周りの道路や水路、公園などを掃除して

もらう日をつくり、それぞれの地域で活動してい

ただいています。そのほかに地区によっては掃除

をする日をつくって、草刈りや掃除をされている

ところもあります。ただいま議員から、月に１回

クリーンの日をつくってはどうかというご提案を

いただきました。回数を増やしたり、また日にち

を決めることで、かえって住民の皆さんにご負担

をおかけすることにもなります。皆さん一人ひと

りが、自分たちのまちをきれいにしようという考

え方を高める取り組みを進めていきたいと思いま

すので、皆様のご協力をよろしくお願いしたいと

思います。 

  以上です。 

 

○北野 樹議長 

次に、淡輪小学校の下出泰 

史さん、多奈川小学校の津井紅玲羽さん。 

 

○下出泰史議員 

 淡輪小学校６年、下出泰史

です。岬町の交通問題につい

て質問します。 

 僕のお兄ちゃんは家でよく、１時間に１本しか

バスが通っていないので、１本遅れたら１時間待

たないと、と言っています。登校時間の７時から

８時、下校時間の４時から６時の間のバスの本数

をもう少し増やす計画はないでしょうか。 

 以上で質問を終わります。 

 

○津井紅玲羽議員 

多奈川小学校５年、津井紅玲

羽です。引き続き質問します。 

 中学校へ通学するのに、西畑

などに住んでいて、自転車でも遠くて大変な人た

ちがいます。そこで、中学校の登校時間と下校時

間にバスが来てくれたら助かります。もしそれが

できたら、お年寄りの人も気軽に出かけることが

できると思います。また、バスの中でまちの人と

いろいろな触れ合いができ、いざというときに助

け合うこともできます。バスを中学校の通学時間

帯に走らせることにどうお考えでしょうか。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○北野 樹議長 

 ただいまの質問に対する回答をお願いします。 

 

○波戸元住民生活課長 

 淡輪小学校、下出泰史議員の質問にお答えさせ

ていただきます。 

  岬町では、平成１３年４月から、赤バスと呼ば

れていますコミュニティバスを運行し、住民の皆
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さんの通勤や通学、お買い物などの移動手段とし

て利用されてきましたが、今年の３月末で、今の

バスの会社が運行をやめることになりました。  

しかし、今までバスを利用していた人はたちまち

困ってしまうので、岬町としては、これからの岬

町の公共交通をどうすればいいのかなどについて、

法律に基づいて、バスを利用している人や、電車、

バス、タクシーなどの会社、また国の人などを集

めて、バスの運行をどうするかなどについて会議

を開き、４月からも引き続きバスを運行できるよ

うに取り組んでいます。バスの本数は、今の望海

坂から小島までの基本路線は１時間に１本のダイ

ヤを基本にして、４月からの１年間を試験的に運

行して、その期間の間、いろいろなご意見などを

お聞きして、改善できるところから取り組んでい

きたいと考えています。 

  議員ご指摘のバスの増便については、コミュニ

ティバスの運行についての住民アンケートでも、

電車との乗り継ぎを良くしてほしい、また運行本

数を増やしてほしいなど、いろいろ改善してほし

いと要望をいただいています。町としては、以前

のように３０分に１本のバスを運行したいのです

が、本数を増やすには１億円近いたくさんのお金

が必要になります。これからもできるだけ多くの

方に満足していただけるバスの運行に取り組んで

いきますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  続きまして、多奈川小学校の津井紅玲羽議員の

質問にお答えさせていただきます。 

  現在、中学校への通学に赤バスを利用されてい

ることは承知しております。しかし、普段は自転

車通学の生徒が多く、あまりバスの利用はされて

いませんが、雨天のときなどには多く利用されて

います。ご質問の通学時間帯にバスを走らせてほ

しいということについて、現在も中学校の登下校

時間も考えた運行をしており、雨天にはバスを増

やして運行しています。４月からのバス運行につ

いては、先ほども述べさせていただいたように、

今の運行状況をできるだけ維持しながら作業を進

めており、望海坂から小島まで走る便数を増やす

計画もしています。ただいまの中学校の登下校時

の時間帯の増便についてのご意見もあわせて、１

年間の試験運行の中で検討していきたいと考えて

いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  以上で回答を終わらせていただきます。 

 

○北野 樹議長 

 次に、淡輪小学校の山本希衣さ

ん、多奈川小学校の岡田拓磨さん、

深日小学校の尾崎梨音さん。 

 

○山本希衣議員 

 淡輪小学校６年、山本希衣です。

岬町の魅力づくりについて質問しま

す。 

 今、岬町は人口があまり増えてい

ません。もっと岬町をＰＲする必要があると思っ

ています。岬町の自然を壊さないようにポスター

を貼ったり、イベントなどを開いてほしいです。

イベントを開くための募金活動も住民に呼びかけ

てするといいと考えています。自然が素敵な岬町

をもっとＰＲして人口を増やす、観光客を増やす

ことをしてみてはどうでしょうか。 

  以上で質問を終わります。 

 

○岡田拓磨議員 

 多奈川小学校６年、岡田拓磨です。

引き続き質問をします。 

 私は、この岬町を人口の多いまち

にしたいと思っています。そのため

に田舎を売りにして、都会から引っ越してもらっ
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てはどうでしょうか。それは寂しい田舎ではなく、

自然が多くて美しい景色で心がいやされ、自然の

中でいろいろ楽しむことができる田舎です。例え

ば、家庭菜園が楽しめる畑つきの家、近くに海づ

りポイントがある家、夕日百選に選ばれた美しい

夕日が窓から見える家、毎日近くでサイクリング

やハイキングができる家などをキャッチフレーズ

にして、岬町の安い家や土地をチラシにまとめて

都会に売り出したらいいと思いますが、このこと

についてどう考えますか。 

  以上で質問を終わります。 

 

○尾崎梨音副議長 

深日小学校６年、尾崎梨音で

す。引き続き質問をします。 

  岬町は年々人口が減ってきて

います。私は、たくさんの人た

ちが岬町に住んでくれたらなと

思います。岬町は、空気がきれいで自然があり、

景色がきれいです。例えば、小島のとっとパーク

から見た夕日はとても美しいです。また、海があ

って、タコなどおいしい海産物がたくさんとれま

す。私は、岬町に人口が増えるために考えてみま

した。例えば、若い夫婦や子ども連れの人に住ん

でもらうために、そういった人が岬町以外から引

っ越してきて家を建てるときに、土地のお金を少

し安くしてもらえるなどの特典があれば、岬町に

家を建てる人が増えるんじゃないでしょうか。ま

た、岬町は小学校も中学校も落ちついた環境で、

温かい友だちや先生がたくさんいます。その中で

中学校の制服をもっとかわいいデザインにするな

どの魅力を増やすと、他から移ってくる人が増え

ると思います。人口を増やすための取り組みはさ

れていますか。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

○北野 樹議長 

ただいまの質問に対する回答をお願いします。

企画政策担当、寺田課長。 

 

○寺田企画政策担当課長 

  淡輪小学校の山本希衣議員、多奈川小学校の岡

田拓磨議員、深日小学校の尾崎梨音議員の方から、

岬町の魅力づくりについて、人口を増やすための

取り組みについてご質問をいただいております。 

  はじめにご質問にお答えする前に、岬町の人口

の状況や取り組みについてお話しさせていただき

ます。岬町の人口は、１９８０年、昭和５５年の

２万２，８６４人をピークに減少が続いておりま

す。このままの状況が続くと、今から２５年後の

２０４０年には１万８７２人と、ピーク時の半分

以下まで人口が減少すると推計されております。

このように、岬町では人口減少が見込まれていま

すが、この要因は大きく分けて２つあります。 

  １つ目は、少子化と高齢化によるものです。こ

れを少子高齢化による自然減と言います。少し難

しいですけど覚えて帰ってください。もう一つは、

転入者より転出者が多いことです。これを転出超

過による社会減と言います。 

  まず、１点目の少子化と高齢化によるものです

が、岬町では子どもが生まれる数が減る一方、医

療の進歩により平均寿命が延びた結果、人口全体

に占める子どもの割合が低下し、高齢者の割合が

高い状況が続いております。このような状況が続

くと、子どもが生まれる数より高齢者のほうが死

亡する数が多い状況になってしまいますので、人

口が減ることになります。 

  次に、２点目の転入者より転出者が多いことで

すが、岬町では岬町に入ってくる転入者、他市町

村から引っ越しされてくる方よりも、岬町から出

ていく転出者、他市町村に引っ越しされる方のほ
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うが多い状況が続いております。これは、進学や

就職、結婚によって岬町から他市町村に引っ越し

してしまう場合が多いからです。岬町周辺には大

学の数が少なく、働く場所も大阪市内や和歌山市

内に比べると少ない状況にあることが原因として

考えられます。このような要因で、岬町に転入し

てくる人よりも転出していく人が多い場合も、当

然人口が減ってしまうことになります。 

  岬町では、このような人口減少が続く状況に対

して大きな危機感や問題意識を持っており、人口

減少に歯どめをかけるため、さまざまな対策を盛

り込んだ計画を策定し、地域の活性化に取り組ん

でいく取り組みを進めていこうと考えております。 

  今ご説明した内容を踏まえ、各議員からの質問

に回答させていただきます。まず、淡輪小学校の

山本議員からは、岬町をＰＲするイベントを開い

てほしい。またイベントの開催のために募金を募

ってはどうかとのご質問をいただいております。

岬町では、まちをＰＲするイベントとして、深日

港から洲本港へのイベント船を運航する深日港フ

ェスティバルや、せんなん里海公園を中心にビー

チバレー大会などを行う、大阪マリンフェスティ

バルなどのイベントを開催しております。これら

のイベント運営費用の一部は、岬町のまちづくり

に対していただいた寄附金制度を活用させていた

だいております。この制度は、岬町を応援したい、

岬町での思い出を大切にしたい、そんな思いを抱

いてくださる方から、まちづくりに活用してくだ

さいとの思いがこもった寄附金になっており、こ

の寄附金を活用してイベントを開催しております。

今後もイベントの開催などを通して、岬町をＰＲ

するとともに、まちの魅力を伝えることにより、

人口の増加と岬町に訪れる人の数を増やしていき

たいと考えております。 

  次に、多奈川小学校の岡田議員からは、岬町を

人口の多いまちにしたい、そのため田舎を売りに

して都会から引っ越ししてもらってはどうか。ま

たキャッチフレーズを作成して岬町の安い家や土

地をチラシにして売り出したらどうかとの質問を

いただいております。また、深日小学校の尾崎議

員からは、岬町は景色もきれいだし自然もたくさ

んあるので、何か住むのに特典があると人口が増

えるのではないかとのご質問をいただいておりま

す。これらの質問について、まとめてお答えさせ

ていただきます。 

  岬町では、結婚を機会に町外へ引っ越しする人

が多いという課題を踏まえ、若い世代が岬町で生

涯にわたり住み続けていただけるように、結婚、

子育て環境の対策に取り組んでいます。人口を増

やす取り組みとしては、「岬ぐらしはじめません

か？」と題するチラシを作成しております。チラ

シについては、役場やイベント開催時に配布して

おります。「笑顔いっぱい、ぬくもりあふれるい

きいきタウン、海と山が美しいまち岬町！」をキ

ャッチフレーズに、新築・中古住宅購入費用や、

賃貸住宅の家賃に対する補助を行っております。

また、転入者の方で大阪方面に通勤、通学されて

いる方に対して、特急サザンの座席指定券をお渡

しする制度や、出産された方に出産祝い金を交付

する制度もつくっております。岡田議員からご指

摘いただいたように、今後も田舎というキーワー

ドを活かし、岬町の豊かな自然環境や生活の仕方

など、岬町で暮らす魅力を情報発信するとともに、

尾崎議員からご指摘いただいた岬町に暮らす特典

を提示することで、若い世代の人たちに岬町の魅

力をＰＲし、人口増加につなげたいと考えており

ます。 

  次に、深日小学校、尾崎議員からのご質問をい

ただいた中学校の制服については、学校教育課、

澤からお答えいたします。以上となります。 
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○北野 樹議長 

 学校教育課、澤課長。 

 

○澤学校教育課長 

  私の方からは、深日小学校の尾崎梨音議員の、

中学校の制服をもっとかわいいデザインにしてほ

しいという質問に、お答えさせていただきます。 

  岬中学校の制服につきましては、今の校舎を建

てるときに合わせまして、平成８年に、今、緑を

基調としたブレザータイプの制服に変わっており

ます。今の制服になってから、約２０年が経ちま

して、時代に合わせた制服に作り変えた方がいい

のではないかという声もありまして、岬中学校の

中で新しい制服の検討を行う予定があると聞いて

おります。できるだけ早く新しい制服ができるよ

うに、私たち教育委員会も、岬中学校と協力して

取り組んでまいりたいと思ってますので、よろし

くお願いいたします。 

  以上です。 

 

○北野 樹議長 

  皆さんにおはかりいたします。 

  一般質問の途中ですが、１０分間の休憩をとり

たいと思いますが、ご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

○北野 樹議長 

 異議なしと認めます。 

 それでは休憩をします。 

休憩午後 ２時０１分 

──────────────   

再開午後 ２時１１分 

 

○北野 樹議長 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  ここで議長を交代します。 

  皆さんのご協力により、議長としての職務を無

事務めることができました。ありがとうございま

した。 

  副議長の尾崎梨音さん、議長席にお願いします。 

 

○尾崎梨音副議長 

 私は、副議長の深日小学校の尾

崎梨音です。これより議長の職務

を行いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

  それでは、休憩前に引き続き一般質問を行いま

す。 

  次に、淡輪小学校の大山田一平さん。 

 

○大山田一平議員 

 淡輪小学校６年、大山田一平で

す。空き店舗の活用について質問

します。 

  ぼくは望海坂に住んでいます。用事があり母と

役場に行くことがあります。そのときに長松海岸

などを通りますが、深日港周辺の小さな店が閉ま

っています。２６号線沿いにも古くなった建物も

あります。岬町の特産物を多くの人に知ってもら

いたいと思うので、それを活かした飲食店などに

してもらえないでしょうか。 

  以上の質問について回答をお願いします。 

 

○尾崎梨音副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

産業振興課、河合課長。 

 

○河合産業振興課長 

  私は、産業振興課の河合です。大山田一平議員

の質問に答えさせていただきます。 
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  確かに国道２６号線以外にも町内を歩くと、数

年前まで営業していたお店屋さんが閉まっている

のをよく見かけるようになりました。岬町には商

工会という組織があって、岬町の特産物を創ろう

と古代米の商品開発に取り組んでおります。開発

した商品、例えば古代米を使ったうどんなどを飲

食店に使用していただくことを計画しています。

また、岬町の産業を活気づけるべく、今、淡輪に

道の駅を建設しようとしております。道の駅がで

きましたら、施設内にいろいろなお店屋さんがで

きるからであります。そのお店屋さんに農家の方

が作ってくれた農作物、野菜や、漁師さんがとっ

てきてくれた魚などを出品していただくことによ

り、農家の皆さん、漁師さんもより多くの野菜や

魚を売ることができます。また、施設内には飲食

店を造る予定であり、岬町で収穫された農作物、

海産物を使った料理も考えております。そのほか、

大山田議員が生まれるずっと昔、岬町の深日港と

淡路島の洲本とでフェリーの行き来がありました。

そのときは深日港の周辺にはお店屋さんがたくさ

んありました。しかし、今はフェリーの行き来は

なく、人の往来もなくなり、活気がなくなってお

ります。そこで、その航路を復活する計画をして

おります。その計画を実現するために、この４月

に観光案内所が深日港に建設されます。その観光

案内所を活用して、大勢の観光客の方に岬町の特

産物の紹介、飲食店をはじめ多くのお店なども紹

介することにより、活気づくと思われます。この

ように、深日港周辺は昔のようににぎわいを見せ、

新しいお店も増えてくると考えております。 

  以上です。 

 

○尾崎梨音副議長 

  次に、多奈川小学校の青柳勇輝さん。 

 

○青柳勇輝議員 

 多奈川小学校６年、青柳勇輝

です。岬町の魅力づくりについ

て質問します。 

  岬町でサイクリングをしている人をよく見ます。

ぼくも父とよくサイクリングをするのですが、車

が横を通るたびにヒヤっとします。道路に自転車

道が欲しいです。自転車道ができると、今より安

心してサイクリングができます。また、交通事故

が減り、サイクリングが楽しめる岬町の魅力が出

ると思います。どう思われますか。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○尾崎梨音副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

企画政策担当、寺田課長。 

 

○寺田企画政策課長 

  多奈川小学校の青柳勇輝議員から、サイクリン

グが楽しめる自転車道についてご質問をいただい

ておりますので、ご回答させていただきます。 

  近年、自転車は環境に優しい交通手段として見

直され、健康志向の高まりを背景に、その利用ニ

ーズが高まっております。岬町にも休日になると

たくさんの自転車利用者が訪れており、皆さんも

町なかで自転車利用者が走っている姿を目にする

機会が多いと思われます。その一方で、近年、交

通事故件数が減少傾向にある中で、自転車と歩行

者による事故件数は増加傾向にあります。また、

これまでの岬町の道路整備では、自転車道といっ

た自転車の利用者が安全に利用できるような観点

から、道路整備が進められてこなかったため、快

適に自転車が走行できるように整備されていると

は言いがたい状況にあります。岬町には幅の広い

道路、狭い道路がたくさんありますので、現在の
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利用環境の問題点を明らかにし、自転車、歩行者

が安全に安心して通行できる道路環境に見直して

いく必要があると考えております。 

  また、岬町では、魅力あふれるまちを築く取り

組みの一環として、岬町総合戦略という今後５年

間の岬町の活性化の取り組み計画を作っておりま

す。その計画の中には、快適な自転車走行空間の

確保、自転車の利用促進という項目がありますの

で、町としてもサイクリングが楽しめる環境づく

りに取り組んでいきたいと考えております。今後

は、深日港に新たに設置される観光交流センター

を拠点としたサイクリングコースを整備するとと

もに、多目的公園で開催しています自転車のイベ

ントを活かした自転車によるネットワークの構築

や、自転車走行環境の改善などに取り組んでいく

予定ですので、よろしくお願いします。 

  以上となります。 

 

○尾崎梨音副議長 

  次に、淡輪小学校の酒井志帆さ

ん。同じく淡輪小学校の木戸きら

りさん。 

 

○酒井志帆議員 

  淡輪小学校６年、酒井志帆で

す。岬町の魅力づくりについて

質問します。 

  私の家の前はまだ建物が建っ

ていないので、たくさんの草が生えています。そ

のせいで、ごみを捨てられてしまいます。簡単に

ごみを捨てる人が増えると、今まで持ち帰ってい

た人も捨てるようになりました。その人たちが捨

てたごみも、結局、家の前だからという理由で、

私たちが拾うことになるのです。岬町は自然がい

っぱいです。私は、岬町のきれいな海や夕日が大

好きです。このきれいなまちをどのようにして守

っていくのか考えることがあります。例えば、シ

ンガポールではきれいな国にするために厳しい条

例があります。岬町でもそんな条例を作ったら、

ごみ問題は減少すると思います。看板や呼びかけ

も、きれいなまちを守る１つの方法です。今より

よい岬町にするために、これから予定している取

り組みを教えてください。 

  以上で質問を終わります。 

 

○木戸きらり議員 

 淡輪小学校６年、木戸きらりです。

引き続き質問をします。 

 住みやすい岬町にするにはどうし

たらいいか。学校にクーラーやプー

ルを設置してほしいです。まち全体をリニューア

ルする必要があると思います。例えば、空気がき

れい、海がきれいな田舎の雰囲気を残しながら、

働くことができるところを増やしてほしいです。

会社や工場が建つといいと思います。また、町に

街灯や図書館、銀行ＡＴＭを作ったり、カラスや

猫に荒らされないごみステーションを作ったりし

たら、子どもから大人まで住みたいと思える岬町

になると思います。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○尾崎梨音副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

企画政策担当、寺田課長。 

 

○寺田企画政策担当課長 

  淡輪小学校の酒井志帆議員と、同じく淡輪小学

校の木戸きらり議員のご質問にお答えさせていた

だきます。 

  酒井議員のほうからは、岬町は自然がいっぱい
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でとてもきれいなまちで、このきれいなまちをど

のように守っていくか、そしてさらによくするた

めに予定している取り組みを教えてくださいと。

また、木戸議員からは、住みやすい岬町にするに

は、まち全体をリニューアルする必要があるので

はとのご質問をいただいておりますので、回答さ

せていただきます。 

  はじめに、岬町の現状をお話しさせていただき

ます。岬町は大阪府最南端のまちであり、和歌山

県との県境のまちです。全体の８０％が山地とな

っていて、中心市街地は海に面した土地柄となっ

ております。温和な瀬戸内気候の自然豊かな場所

で、海を挟んで淡路島と対面しているまちでもあ

ります。平成２８年１月１日現在の人口は、１万

６，４８８人となっており、岬町に訪れる人の数

は年間１００万人になります。大阪府の中でもき

れいな海を誇る岬町には、ときめきビーチと呼ば

れる淡輪海水浴場があり、夏には海水浴客でにぎ

わうとともに、さまざまなイベントが行われてお

ります。また、ヨットハーバーがあり、ヨットレ

ースなど海のレジャーも盛んに行われております。

岬町は大阪府に唯一残る自然海浜を持つまちでも

あり、海岸遊びを楽しむこともできます。また、

岬町のほぼ中央にある飯盛山は標高３８４メート

ルあり、ハイキングコースも整備されていて、頂

上から臨む景色はすばらしいものがあります。こ

のように岬町は海や山、小川など、自然環境にも

恵まれた、とてもきれいな素敵なまちです。 

  それでは、酒井議員、木戸議員のご質問に回答

させていただきます。 

  きれいなまちを守るための取り組みとして、岬

町環境の美化に関する条例を制定しております。

この条例は、町民一人ひとりの環境美化に対する

意識を向上させ、まち、町民、事業者、所有者の

責任と役割を明確に示すとともに、それぞれが協

力連携し、快適で安全な生活環境のもとで、誰も

が安心して暮らせるまちづくりを目指すことを目

的としております。 

  それでは、普段から子どもから大人まで誰もが

できる取り組みについてお話しさせていただきま

す。一人ひとりがルールとマナーを守ることです。

例えば、ごみはごみ箱に捨てる、自宅にごみを持

ち帰る、ペットの散歩の際にはフンを持ち帰る、

近隣の迷惑にならないよう自分の敷地内にごみを

放置せず適切に処理する、また他人に不法投棄さ

れないよう、日ごろから定期的な清掃、見回りや

雑草の刈り取り、樹木の枝切りなどをするなど適

正管理に努める。このように身近なことからみん

なが意識して気をつけることで、自然に恵まれた

きれいなまちが維持できると考えております。ま

た、岬町では、住民の環境美化への意識が高く、

ボランティアによる長松自然海浜や番川の清掃活

動、６月の第１日曜日に実施している環境美化行

動の日における住民による清掃活動や美化行動が

行われており、豊かな自然の中で安心して暮らせ

るまちづくりに今後もより一層取り組んでいくこ

とで、住みやすい岬町になると考えております。 

  次に、木戸議員から、まち全体をリニューアル

すればとのご質問ですが、誰もが住みなれた地域

の中で元気に生き生きと安心して生活できる環境

を維持するため、地域の住民と役場が協力して進

めることとしております。これは、災害に強いま

ちづくりや、これまで整備した施設の維持更新を

含めて、計画的に整備を進めていきたいと考えて

おります。岬町には多奈川地区に多目的公園、い

きいきパークみさきがあり、会社や工場が建設で

きる場所はあります。このように働く場所を増や

すことは、岬町の魅力になると考えております。

少しずつですが、まちがリニューアルされており、

安全で快適な暮らしを守るまちづくりを進めるこ
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とで、住みやすい岬町になると考えております。 

  次に、淡輪小学校、木戸議員からご質問いただ

いた学校施設に関しては、学校教育課、澤より回

答させていただきます。 

  以上となります。 

 

○尾崎梨音副議長 

  学校教育課、澤課長。 

 

○澤学校教育課長 

  私の方からは、淡輪小学校の木戸きらり議員の

ご質問にお答えさせていただきます。 

  小学校にプールを作ってほしいという質問です

が、淡輪小学校の児童につきましては、昭和５８

年に今の淡輪保育所と町民体育館の間に作った町

民プールを利用してもらってまして、また深日小

学校、多奈川小学校の児童につきましては、昭和

５１年に作りました岬中学校にある学校プールを

利用してもらっておりました。しかしながら、年

月がたちまして修理箇所が多くなって費用がかか

るようになり、また屋外にあるプールということ

で、安全面にも問題があることから、町民プール

は平成１７年、学校プールは平成１８年に閉鎖す

ることになりました。その後は、健康ふれあいセ

ンターにある室内プールを小学校の水泳授業で使

ってもらっております。健康ふれあいセンターの

プールで行う水泳授業では、専門のインストラク

ターが指導してくれますので、レベルの高い水泳

技術をマスターすることができるほか、監視体制

も整っておりますので、安心して泳ぐことができ

ます。また、室内プールということで年中使って

もらえますし、皆さんには水泳授業だけでなく、

このプールを積極的に使っていただきたいと思っ

ております。 

  次に、小学校の教室にクーラーをつけてほしい

という質問についてですが、毎年夏に暑い教室で

勉強されるのは大変なことだと思っております。

学校の環境につきましては、国の基準で温度、湿

度などの基準が決められております。その基準に

よりますと、教室の温度は夏は３０度以下、冬は

１０度以上が望ましいとなっております。昨年の

９月に岬町の小・中学校の教室の温度を、学校の

先生方にお願いして調べていただいた結果、小学

校３校で基準を超えていた日数は最大で３日とい

うことになっております。昨年は基準を超えた教

室、日数は少なかったですが、これからも皆さん

が、どのような環境の中で勉強されているのか調

査を続けていきたいと考えております。その結果、

必要であれば教室にクーラーを設置することも検

討していきたいと思っております。 

  以上です。 

 

○尾崎梨音副議長 

 次に、淡輪小学校の北野 樹

さん。同じく淡輪小学校の岩永

空亜来さん。深日小学校の桶谷

七海さん。 

 

○北野 樹議長 

 淡輪小学校６年、北野 樹です。

安全なまちづくりについて質問しま

す。 

 私の住んでいる校区には暗い道が

あります。望海坂や２６号線沿いは

明るいのですが、別所の台、鴻ノ巣台のほうに行

くと街灯が少なく暗くなります。習い事の帰りや

友だちと遊んでの帰り道、特に冬は真っ暗です。

家族の人も心配しています。安全で住みよい岬町

にするため、街灯設置の計画はありますか。ぜひ

帰り道、安心して通れるよう街灯の設置をお願い
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します。 

  以上で質問を終わります。 

 

○岩永空亜来議員 

  淡輪小学校６年、岩永空亜来で

す。引き続き質問します。 

  岬町は道が狭いところが多いで

す。淡輪小学校の周りの細い路地

は狭くて通りづらいし、防犯上の

問題もあります。ひったくりなどの犯罪の増加に

もつながると思います。狭い道を広くしてほしい

なとぼくは思います。また、街灯も少ないので増

やしてください。 

  以上で質問を終わります。 

 

○桶谷七海議員 

  深日小学校６年、桶谷七海で

す。引き続き質問をします。 

  深日の町なかに入ると、道は

狭くて見通しも悪く、そのため

怖いなと感じることが多くあり

ます。以前、自転車や自動車と接触しそうになっ

たこともありました。また、消防車がぎりぎり入

れるほどの道幅で、何かあったときのことを考え

ると不安になります。道を広げたり、街灯を増や

したり、カーブミラーを増やしたりすることはで

きますか。また、道の舗装が悪いところがあった

り、ごみが落ちていることもあります。そのため、

目や足の不自由な人が困っているのではないかと

思いました。道路をきれいに整備してもらえると

安心です。また、ごみをみんなで拾う清掃活動を

自分たちも積極的に行って、ごみへの意識を高め

ていきたいと思っています。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○尾崎梨音副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

土木下水道課、中谷課長。 

 

○中谷土木下水道課長 

 淡輪小学校の北野 樹議員と岩永空亜来議員か

らのご質問にお答えさせていただきます。 

  最初に、岬町の防犯灯の設置状況について説明

させていただきます。岬町では、現在３，５２４

基の街灯があります。街灯の設置間隔は望海坂を

含め、町なかでは約３０メートルごとに設置して

います。 

  次に、今後の街灯の設置の計画についてご説明

します。岬町では、皆さんのお住まいされている

地域の役員さんに、毎年街灯の設置についてどこ

の場所が暗いか、設置数が少ないかとかのご要望

をお伺いして、できるだけ設置するようにしてお

ります。今後も、できるだけ要望どおり設置でき

るように考えていきますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で回答とさせていただきます。 

  続きまして、深日小学校の桶谷七海議員からの

ご質問であります、消防車など救急車が入れるよ

うに道を広げて道路整備をしてほしい。また、街

灯やカーブミラーをもっと設置してほしいという

内容のご質問にお答えします。 

  最初に、道路拡幅と道路整備についてお答えし

ます。消防車などの緊急車が入れるように道を広

げることは大変重要なことだと思っています。た

だ、ご存じのように、今皆さんが通っている道は、

皆さんが生まれる前からほとんど道幅は変わって

いないのが現状です。道を広げるためには、皆さ

んの思いのある大切なおうちや土地を町が買って

工事をすることに協力していただく必要がありま

す。町としましても、現在の道幅を広げたいと思
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っていますが、なかなか進んでいないのが現状で

す。今、皆さんが使っていただいている道を大事

に使って、悪いところは直して、長く使ってもら

えるように努力しております。皆さんも、みんな

が通る道なので、道にごみを捨てたりせず、いつ

もきれいにするように心がけて通ってもらえるよ

うにお願いします。 

  続きまして、街灯やカーブミラーをもっと設置

してほしいという内容のご質問にお答えします。

街灯についてのご質問につきましては、先ほどお

答えしていますので、今回はカーブミラー設置に

ついてお答えします。カーブミラーの設置につき

ましては、見通しの悪いところには皆さんがお住

まいされている地域の役員さんからの要望に基づ

いて、できる限り設置するようにしております。

ただ、学校でも習っていると思いますが、見通し

の悪い交差点ではカーブミラーを設置している場

所であっても、一旦停止して安全を確認して通行

するようにしてください。皆さんのおうちの方々

は、みんなが家を出て帰るまで、安全で事故のな

いことを願っていますので、道路を通行する際は

自動車、自転車には十分注意をし、安全に通行す

るようにしてください。 

  以上で回答とさせていただきます。 

 

○尾崎梨音副議長 

  皆さんにおはかりいたします。 

  一般質問の途中ですが、１０分間の休憩をとり

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

○尾崎梨音副議長 

  異議なしと認めます。 

  それでは休憩をします。 

休憩午後 ２時４０分 

────────────── 

再開午後 ２時５０分 

 

○尾崎梨音副議長 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  ここで議長を交代します。 

  皆さんのご協力により、議長としての職務を無

事務めることができました。ありがとうございま

した。 

  副議長の岡田拓磨さん、議長席へお願いします。 

 

○岡田拓磨副議長 

 私は、副議長の多奈川小学校

の岡田拓磨です。これより議長

の職務を行いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

  それでは、休憩前に引き続き一般質問を行いま

す。 

  次に、多奈川小学校の北野晴愛さん。 

 

○北野晴愛議員 

 多奈川小学校６年、北野晴愛です。

岬町の防災について質問します。 

 私は小島に住んでいます。町内放

送が聞こえてきたら窓をあけて聞くようにしてい

ます。ですが、風向きによって災害時などの放送

が聞こえにくくてわからないこともあります。ま

た、大雨や風の激しい台風のときは窓を開けられ

ないので、自宅待機の放送が聞き取れないことも

あります。お年寄りの多い岬町なので、大雨のと

きはその雨の音で聞こえにくくて困っている人も

多いと思います。もっと聞こえやすくするために

は、スピーカーを増やすなどすればよいと思うの

ですが、どうでしょうか。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 
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○岡田拓磨副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

危機管理担当、川端課長。 

 

○川端危機管理担当課長 

  危機管理担当課長の川端です。多奈川小学校、

北野晴愛議員のご質問にお答えさせていただきま

す。 

  災害が発生すれば、正しい情報を知ることが大

切です。その情報を知る方法の１つが、防災行政

無線からの放送です。岬町では、町内に６０カ所

の防災行政無線局があります。防災行政無線局と

は、皆さんも見たことがあると思いますが、スピ

ーカーのついたポールです。このポール１つ当た

りに３つから４つのスピーカーがついていて、そ

れぞれのスピーカーの向きで放送が聞こえます。

防災行政無線の放送は、災害の発生時はもとより

役場からの行事のお知らせや、正午と午後５時の

良いこの皆さんのお知らせなどが放送されていま

す。防災行政無線は、普段の役場からのお知らせ

に加え、災害情報を住民の皆さんに放送するもの

でありますが、住民の方からは、聞こえにくいと

いうお話を聞くことがあります。この聞こえにく

い原因の１つに、現在の住宅が非常に気密性の高

い住宅になっていることが挙げられます。気密性

の高い住宅とは、冬場には暖房で暖められた部屋

の空気を外に逃がさない、外の冷たい空気を部屋

の中に入れないなど、省エネ効果がある住宅のこ

とです。この気密性の高い住宅では、道路の騒音

などが家の中まで入ってきにくくなるなど、防音

効果もあります。この防音効果が防災行政無線を

聞こえにくくする原因となっています。また、台

風などが接近した場合は、強い風による被害を防

ぐため、おうちでは雨戸を閉めます。そこに大雨

が降ると防災行政無線はますます聞こえにくくな

ります。しかし、災害は皆さんが部屋にいるとき

に発生するとは限りません。学校の登下校のとき、

公園で遊んでいるときなど、大きな地震が起これ

ば、この防災行政無線の放送で津波などの情報な

どを聞いて、いち早く少しでも高い場所に避難し

てもらいたいと思います。 

  防災行政無線のスピーカーをもっと増やしたら

いいのではないかとのご質問ですが、今後、岬町

ではこの防災行政無線を新しくすることを考えて

います。その中で、防災行政無線局の場所、スピ

ーカーの数や個別受信機と言ってラジオのような

ものですが、防災行政無線の放送が皆さんのおう

ちで聞けるようなものを考えていきたいと思って

おります。 

  以上です。 

 

○岡田拓磨副議長 

 次に、多奈川小学校の福竹玲奈

さん。同じく、多奈川小学校の池

中 奏さん。 

 

○福竹玲奈議員 

 多奈川小学校５年、福竹玲奈です。

岬町の観光について質問をします。 

 私は、この岬町を観光客の多いま

ちにしたいと思っています。その理

由は、岬町がにぎやかになり、その人たちが岬町

でお金を使ってくれて、まちが豊かになると思う

からです。しかし、大阪から来る人はみさき公園

だけで帰ってしまいます。みさき公園からこのま

ちのほかの場所にも寄ってもらえるようにすれば

いいと思います。例えば、多奈川の山でハイキン

グ、岬町の海で海づりや磯遊び。他にもいきいき

パークでアスレチックやボール遊びなど楽しみな

がら運動ができる施設をつくったらどうでしょう
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か。岬町全体で観光スタンプラリーができるよう

にするのもいいなと思います。また、道路や駐車

場、交通機関なども改めて考え、交通の便利な岬

町にすれば、もっと観光客も増えると思いますが、

このことについてどう考えますか。 

  以上で質問を終わります。 

 

○池中 奏議員 

  多奈川小学校５年、池中 

奏です。引き続き質問をしま

す。 

  ぼくは、岬町のことをもっとアピールするため

に、みさっきーのパッケージで岬町の特産品や限

定品を売り出したらいいと思います。また、新鮮

な魚を使った押しずしなど、岬町らしい食べ物を

売ったら、岬町のお店に来る人も増えると思いま

す。商品や食べ物が人気になると、いっぱいお客

さんが来て、お店で働く人も増えます。そして、

お客さんがお金をたくさん使ってくれて、岬町が

豊かになると思いますが、どうでしょうか。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○岡田拓磨副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

観光交流課、吉田課長。 

 

○吉田観光交流課長 

 観光交流課の吉田と申します。多奈川小学校、

福竹玲奈議員の、みさき公園以外の観光スポット

にも観光客の皆さんが立ち寄ってもらえるように、

スタンプラリーや道路整備などをして、観光客を

増やすことについて。そして、同じく多奈川小学

校の池中 奏議員の、お店のパッケージにみさっ

きーのイラストを使い、新鮮な魚を使った押しず

しなど、特産品を活かして観光客の多いまちに。

のご提案と、このことの考えについてのご質問に

お答えさせていただきます。 

  まずはじめに、福竹議員からご提案のありまし

たスタンプラリーのお話ですが、岬町に来られた

観光客の皆さんが、町内のいろいろなところを回

っていただく手法といたしまして、とてもいい発

想だと感じました。ぜひこのご提案をこれからの

検討に加えさせていただきたいと思います。 

  では、本来のご質問にお答えします。まずはじ

めに、皆さんは岬町に年間どれぐらいの方が遊び

に来られているかご存じですか。実は岬町には年

間約１００万人の方が遊びに来られているという

ことです。そして、福竹議員のお話にあったみさ

き公園は、そのうちおよそ４０万人で、その他、

海水浴やマリンスポーツ、海づり、ゴルフ、ハイ

キングなどで約１００万人となっているようです。 

  今、まちでは１５０万人の突破をめざして、そ

れを目標にして頑張っているところです。そして、

みさき公園以外の観光スポットにも立ち寄っても

らえるように、まちの魅力をホームページや観光

ガイドマップなどで情報発信しているところです。

また、近くの市町の皆さんとも協力して、国内で

は東京や北海道、広島など。また海外では台湾に

もＰＲ活動をしたりしています。それに岬町のマ

スコットキャラクターの、みさっきーとみさきー

ちょも、まちのいいところを積極的にＰＲしてく

れています。そして、今、まちでは海にまつわる

さまざまな施設や地区を、大阪府で初めて国の

「みなとオアシス」という制度に登録しまして、

「みなとオアシスみさき」として、まちの人や町

外の方に広くＰＲすることで、多くの人たちが港

や海岸を訪れ、海に親しみ交流することで、まち

のにぎわいを生み出す取り組みを進めています。

この春には深日港に、「みなとオアシスみさき」

の基本施設となる深日港観光案内所もできる予定
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となっております。今、この施設を皆さんに親し

まれる施設となるように愛称を募集しているとこ

ろです。皆さんにも先日、先生を通じて応募をお

願いしたところで、たくさんの応募をいただきあ

りがとうございました。この観光案内所ができれ

ば、深日港を核として淡輪から小島まで、まちの

皆さんと一緒になって港のにぎわいをつくり出し

て、たくさんの方に遊びに来てもらえるように取

り組んでいきます。これらのことを叶えるために

も、福竹議員のスタンプラリーや道路整備などの

ご提案を含め、さらに観光振興の取り組みを推進

していきますので、ご理解のほどお願いします。 

  続きまして、池中 奏議員のご質問にお答えさ

せていただきます。 

  まずはじめに、池中議員からご提案いただきま

したお店のパッケージに、みさっきーのイラスト

を使用してもらうのは、まちのＰＲにもつながり

ましてとてもいい発想だと思います。池中議員の

言われるとおり、岬町には新鮮な魚がたくさんと

れます。アナゴやハモ、サバなど、地域で魚を使

った押しずしが食文化として伝えられてきました。

私も大好きな食べ物の１つです。また、一方で、

岬町の新たな特産品の開発については、岬町商工

会の皆さんにご協力をいただき、取り組みを進め

ています。１つの例としましては、古代米を育て、

それを使用して古代米うどんなどが開発されたり

しています。まちでは、この開発をバックアップ

し、今後も続けてまいりたいと考えています。 

  また、お店をされている方が新鮮な魚介類や農

作物を使い、人気の特産品などを作ってくれるこ

とは、まちとしても大変期待するところでありま

す。みさっきーのイラストの使用は、まちの魅力

をＰＲしてもらえることであれば、観光交流課の

窓口に使用申請をしてもらえば活用もしていただ

けます。そのようになっておりますので、このよ

うにみんなで力を合わせていろいろとＰＲするこ

とで、池中議員の言いますとおり、まちがにぎわ

い、元気になり、そしてまちを訪れる人が増え、

まちで働く人が増え、まちに住みたいという人が

増えるように、さらに推進していきたいと考えて

います。このたびは貴重なご提案をありがとうご

ざいました。お二人のご提案を、これからの検討

に加え、多くの観光客の皆さんが岬町に訪れ、住

みたいと言ってくれるような観光振興のまちづく

りの推進に取り組んでいきたいと考えております

ので、今後ともご理解とご協力を賜りますように

お願いいたします。 

  以上です。 

 

○岡田拓磨副議長 

  次に、深日小学校の辻本芙杏さん。 

 

○辻本芙杏議員 

 深日小学校６年、辻本芙杏です。

遊び場について質問します。 

 深日の公園を増やしたりする予

定はありますか。私は、時々公園で遊ぶことがあ

りますが、公園の広さや数を考えると、多くの人

と一緒に遊ぶことができないと思います。今は公

園で遊べない子はガレージの前の広場を使ったり、

道路で集まるなどして遊んでいます。そんな風に

遊ぶと、ガレージを使う人に迷惑になるし、車が

通るので危険です。また、草がたくさん生えてい

たり、ごみが落ちていることもあり気になります。

私の考える理想の公園は、ドッジボールや鬼ごっ

こができる広い広場やローラー滑り台やバスケッ

トボールリングなど、楽しい遊具がある公園です。

また、ベンチなどあると、子どもも大人も座って

話をすることができます。そのような公園があれ

ば運動する人が増え、体力がアップすると思いま



 

17 

す。私たちも公園の使い方のルールを決めるなど

して、きれいで楽しい公園づくりを維持すること

ができると考えます。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○岡田拓磨副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

子育て支援課、竹下課長。 

 

○竹下子育て支援課長 

  深日小学校、辻本芙杏議員の質問にお答えいた

します。 

  まず、今現在、公園がどのようになっているの

かを説明いたします。岬町では、公園のことを児

童遊園と呼んでいます。岬町全体で５３カ所の児

童遊園があります。深日地域には８カ所の児童遊

園がありますが、どの児童遊園もそんなに広くは

ありません。また、ブランコや滑り台、ジャング

ルジムなどの遊具のない児童遊園もあります。児

童遊園の草刈りや清掃は、地域の人たちの協力を

得ながら行っています。草刈りについては、年に

何回かしないとすぐに伸びてきてしまいます。し

かし、児童遊園の数が多いため、そう何回も草刈

りができないので、どうしても草が伸びている期

間ができてきてしまいます。また、遊具について

は、毎年点検を行い、危険度の高いものから順に

必要な修繕を行っています。 

  次に、深日地域での児童遊園についての考え方

について説明いたします。深日地域は、他の地域

と比べて児童遊園が少なく、特に町なかには少な

いと感じています。また、皆様方のお父さん、お

母さんからも、公園を作ってほしいというご意見

をいただいています。そのようなことから、この

４月から深日保育所が深日小学校に引っ越しをし

ます。その深日保育所の跡地などを候補として、

地域の人たちのご意見も伺いながら、みんなが一

緒に遊べる広くて、そして誰もが安全で安心して

遊べる場所づくりを考えていきたいと思っていま

す。 

  最後にお願いがあります。児童遊園はその地域

の憩いの場でございます。その憩いの場をいつも

きれいにするには、役場だけでは限界があります。

その地域の協力が必要です。自分たちの地域は自

分たちできれいにしようという気持ちを持ってい

ただいて、草刈りや清掃などについて、できれば

地域の人たちとともに保護者の方々や皆さんにも、

できる範囲でご協力いただけたらありがたいなと

思っています。 

 

○岡田拓磨副議長 

  次に、深日小学校の芳山櫻子さん。 

 

○芳山櫻子議員 

 深日小学校６年、芳山櫻子です。

学校の施設について質問します。 

 学校の施設について、こんな学

校になったらと思うことがあります。友達が夏に

足にけがをしてしまい、車椅子と松葉づえの生活

をすることになりました。そのために教室に行く

までに階段を上るのにとても困っていました。今

は給食用のエレベーターしかありませんが、今後、

エレベーターを設置してもらい、バリアフリー化

できるといいなと考えます。 

  次に、深日小学校では校舎の耐震工事が行われ

ていました。校舎が安全になることはとてもいい

ことですが、工事が続いていて少し勉強がしにく

いときがありました。これからの工事の予定など

教えていただきたいと思います。 

  最後に、みんなが気持ちよく使えるような学校

施設として、私はきれいなトイレになればと思っ
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ています。明るくきれいで、鏡などついていて、

快適に使える、そんな設備があるとうれしいです。

私たちは、もうすぐ卒業しますが、これから深日

小学校で生活する子どものために、毎日楽しく過

ごせる校舎になってほしいと思います。 

  以上の質問についての回答をお願いします。 

 

○岡田拓磨副議長 

  ただいまの質問に対する回答をお願いします。

学校教育課、澤課長。 

 

○澤学校教育課長 

 それでは、深日小学校、芳山櫻子議員の質問に

お答えさせていただきます。 

  まず、小学校にエレベーターやスロープなどを

設置するバリアフリー化についてですが、皆さん

が通っている小学校の施設は、たくさんの児童が

１日を過ごす、勉強・生活の場となっており、児

童の健康と安全を十分に確保して、快適で豊かな

空間をつくることが必要であると考えております。

また、障がいのある児童が安全に小学校での生活

を送ることができるように、小学校の施設におい

て、必要に応じた対策を行う必要があり、小学校

の中にスロープとかエレベーターなどの設置も必

要であるということも理解しております。 

  現在、岬町には淡輪小学校、深日小学校、多奈

川小学校という３つの小学校がありますが、それ

ぞれの小学校につきましては、トイレの段差解消

など、一部バリアフリー化ができていないという

のが実情です。町内の小学校につきましては、建

設されてから４０年前後たっておりまして、バリ

アフリー化以外にも古くなって直す箇所がたくさ

んあります。そのため、バリアフリー化を含めた

古い箇所を全体的に直す計画を作って、安全で快

適な環境づくりを進めていきたいと考えておりま

す。 

  次に、深日小学校の今後の工事の予定について

お答えさせていただきます。深日保育所が深日小

学校に移るための工事が昨年の１０月から始まっ

ております。校長室とか職員室が平成２７年中に

引っ越しされたのは、深日小学校の皆様もご存じ

のことと思います。現在は、前の職員室を保育室

に、前の校長室と職員室に変えるなどの工事が行

われておりますが、３月末までには全て終わりま

して、４月からは保育園児が入る予定となってお

ります。あとしばらく工事が続きまして、勉強が

しにくいという時があるかもしれませんが、ご協

力をお願いしたいと思います。また、４月から深

日保育所の園児が来られますので、深日小学校の

皆様方につきましては、温かく迎えていただきた

いと思っております。 

  最後に、きれいなトイレにしてほしいという質

問についてお答えさせていただきます。各小学校

にある和式トイレにつきましては、平成２４年度

に洋式トイレに改修する工事を行っております。

深日小学校のトイレにつきましては、来年度、平

成２８年度に一部トイレの改修を検討しておりま

す。一度に全部のトイレを改修するのは難しいで

すが、少しずつ改修を進めていきたいと考えてお

ります。また、改修以外にもトイレの壁を明るく

きれいに塗りかえるなど、先生方や地域の皆さん

方のご協力を得ながら、取り組めることもあるか

と思います。今後、各学校の先生方と相談しなが

ら考えたいと思っておりますので、そのときには

生徒の皆さん方のご協力もお願いしたいと思いま

す。 

  以上です。 

 

○岡田拓磨副議長 

  これをもって一般質問を終了いたします。 
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皆さん、お疲れさまでした。 

  ここで田代町長さんと道工議長さんから、本日

の子ども議会に対するまとめの講評をお願いしま

す。 

  田代町長さん、よろしくお願いします。 

 

○田代町長 

  ただいま議長のご指名

をいただきましたので、

町長の田代 堯からお話

をさせていただきます。 

  今日は淡輪、深日、多奈川、それぞれの小学校

を代表して選出された子ども議員の皆さん、本当

に長時間に渡りお疲れさまでございました。皆さ

んが参加していただいたおかげで、本日このよう

に子ども議会を開催することができましたことを、

本当にうれしく心から感謝を申し上げる次第です。 

  私は、町長として岬町を豊かな自然、心通う温

もりのまちみさきにしたいと、毎日一生懸命仕事

をしております。その私の思いが間違っていない

ということを、今日、子ども議会を通して改めて

教えていただきました。ごみのこと、また防犯灯

や自転車道、道路の整備、赤バスの問題、さらに

は行政無線の問題、そして公園の広場の問題、人

口が減ってきて大変だから何とかしないといけな

いな、岬町のすばらしい自然を活かしてたくさん

の人を呼べないかな、中学校の制服のリニューア

ルついてなど、児童の皆さんのお声を聞かせてい

ただき、制服に関心があることも改めて知ること

ができました。このように、さまざまな分野にお

いて子ども議員の方々から、とても貴重なご意

見・ご提案をたくさんいただきました。これらは

まさに今、岬町が課題の解決に向け、全力で力を

注いで取り組んでいる問題ばかりであります。岬

の子どもたちが岬町のことをきちんと見てくれて

いて、こんなにきちんとまちの将来のことを考え

てくれているとは思っていませんでした。皆さん

に驚かされましたし、すごく感動をしております。

そして、心からうれしく思っております。子ども

議員の皆さん、本当にありがとうございました。

今後、子ども議員の皆様のご意見とご提案をしっ

かりと受けとめて、これからの町政運営に努めて

まいりたいと思っております。 

  最後になりましたが、子ども議会開催のために

ご尽力をいただきました学校関係者の方々、そし

て本日、子ども議会を傍聴いただいております保

護者の皆様、傍聴の皆様、また岬町議会の皆様に、

この場をお借りいたしまして心より厚くお礼を申

し上げまして、私の講評とさせていただきます。

本当に子ども議員の皆様、お疲れさまでございま

した。ありがとうございました。 

 

○岡田拓磨副議長 

  どうもありがとうございました。 

  続きまして、岬町議会議長の道工議長さん、お

願いします。 

 

○道工晴久議長 

 子ども議会、本当にお疲れさま

でございました。緊張しましたね。

緊張した人、手を挙げてください。

緊張してない、挙がってきました

ね。緊張するんです。この場はそういう会議場な

んです。我々もいつもそうなんですね。緊張して、

岬町の将来のことを考えて、ここでいろいろ議論

を重ねている会議場であります。 

  １９名の議員さんによって、岬町のいろんな問

題、また将来像について真剣にご討議いただきま

した。私もこのすばらしい子ども議会で、心の引

き締まる思いを実はいたしました。きっと後ろで、
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きょうは傍聴に来ていただいております保護者の

方々は、それ以上だったかなという思いもいたし

ておりますが、特に魅力あるまちづくりや防災に

ついて、また観光振興など、広範囲にわたるご質

問をいただいたことに、岬町の将来を託せる人材

がこれだけ多くおられるということに、本当に安

心をいたしました。ぜひとも将来、岬町の議会議

員になって、岬町の将来についてしっかりとご議

論いただきますように、そしてその中で住みよい、

住み続けたい、温もりのある岬のまちづくりのた

めに、ぜひとも皆さん方の力をかしていただきた

い。こちらに座っている理事者から、ご質問に対

する答弁をいただきました。こういった事柄につ

いて、ぜひとも学校に帰られたら、学校で報告会

をぜひともやっていただきたい。皆さんが一生懸

命やられた姿というものを、今日はJCOMさんに来

ていただいていますが、学校の友だちみんなに知

っていただく。こういうことも私は大事だと思い

ます。輝く夢のある未来に向かって、しっかりと

勉強して、岬町の中心的人物になっていただきた

い。そういう思いが私としてもいたしております。

多分、傍聴されている皆さん方も同じだと思いま

す。本当にすばらしい子ども議会でございました。 

  傍聴いただきました保護者の皆さん、また熊取

町から来ていただきました熊取町議会の皆さん、

また教育委員さん、社会福祉協議会の委員さん、

また我々同僚であります岬町議会の議員さん、本

当に長時間ありがとうございました。こういった

すばらしい子どもたちの育成のために、今後とも

見守り続けていただきますようお願い申し上げま

して、簡単でございますが講評とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

 

 

 

○岡田拓磨副議長 

  どうもありがとうございました。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  田代町長さん、道工議長さんを初め、岬町役場

の皆さん、ありがとうございました。私たち、子

ども議員１９名は、議員活動を体験し、町政の仕

組みや成り立ちについて学びました。そして、岬

町のまちづくりについて、自分たちの思いや意見

を述べる機会を作っていただき、学校の中では学

べない大変貴重な学習をさせていただきました。

この成果を学校に持ち帰るとともに、これからの

学習にも生かしていくことを約束して、皆様への

お礼の言葉にさせていただきます。本当にありが

とうございました。 

  全員起立。礼。着席。 

  これで、岬町子ども議会を閉会いたします。 

 

（午後３時２５分 閉会） 

 

  以上の記録が本町子ども議会第１回会議のてん

まつに相違ないことを記するため、ここに署名す

る。 

                             
 
 
平成２８年１月２８日 
 

    岬町子ども議会 
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「子ども議員」アンケート    【子ども議員18名回答】 
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「子ども議会」感想 
 

淡輪小学校  大山田 一平 

 子ども議会を通して、自分たちの思いを伝えられ

てとてもよかったです。 

発表する時、とてもきんちょうした。でも練習をし

て本番うまくいってよかったです。 

 子ども議会をやって、これからの岬町がどう変わ

っていくのかが楽しみです。 

 

淡輪小学校  酒井 志帆 

 子ども議会を通して、岬町のしている事が分かっ

た。「何でこうしてるの」「こうしたらいいのにな」

と思う事も、自分で言う事が出来た。そして「それ

なりに理由があるんだ」と思えました。 

 私たちが議員になれたのは、ぐう然の重なりだと

思います。私が議員になれた分、議員になれなかっ

た子に成果を話したいです。 

 

淡輪小学校  木戸 きらり 

 子ども議会について考えている時、「いつかこん

なことをする時には大人になっているのかな？」と

思いました。だから子ども議会なんてことを子ども

のうちに出来るのは、あるいみ奇せきだと思ってい

ます。だから、今自分で思っていること「こんなこ

とをもしも出来るとしたら・・・」いろんな事がう

かびました。それはもちろん楽しくて仕方の無いこ

とでした。家族や友だち、親せきや知り合いにも協

力してもらいました。そんな考えに一生けんめい答

えてくれたみなさん、本当に心から有難うございま

した。 

 

淡輪小学校  岩永 空亜来 

 ぼくは、淡輪小学校から子ども議会に参加しまし

た。リハーサルもしていたけど、本番はたくさんの

見に来た大人の人やえらい人たちがいてとても緊張

しました。 

自分の発表の順番にきて、少し話したいこととち

がってしまいました。ぼくは、外灯のことを話した

のですが 30m ごとにあることを知りました。暗い

所は、地区の役員さんに話をするとつけてくれるそ

うです。役場の議場に入ってとてもいい体験をする

ことができました。 

 

淡輪小学校  山本 希衣 

 とてもきんちょうした。なかなか体けんできない

ことなので、きちょうな体けんになったと思います。

また、役場の人たちは岬町をよくするために一生け

んめい話し合ってくれてるということがわかってう

れしかったです。この体けんをいかして、18 才に

なったらせんきょにさんかしたり、自分の意見をハ

ッキリ言えるようになりたいと思いました。 

また、この体けんをいろいろな人に話して議会の

ことを知ってほしいと思いました。 

 

淡輪小学校  中塩路 海斗 

ぼくは、この子ども議会をたいけんして学んだこ

とがあります。それは、岬町役場の議員さんは、こ

の岬町をいろいろと便利にしてくれていることです。

岬町の議員さんは「どうしたらゴミが減るのかなぁ

～」「どうしたら便利にできるかなぁ～」といろん

なことを考えてくれてぼくはうれしいです。なぜか

と言うと、岬町の議員さんが案をだすと、その案を

実行してくれたら岬町がより便利によりキレイにな

るからです。この子ども議会でたいけんしたことは

将来いかしたいと思います。 

 

淡輪小学校  下出 泰史 

 子ども議会に出席させていただき本当にありがと
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うございます。子ども議会に出席すると決まった時

は、「自分なんかでいけるかな～」と思っていたけ

ど、無事に成功できて良かったです。ちなみに一番

きんちょうした所は、やっぱり一般質問です。「か

まないかな～」とか「ゆっくりハキハキと質問でき

るかな～」と思っていました。三年生の時に一度議

場に行っていて、「広くてきれいですごい所だな

～」と思っていて、まさか自分が議会に出席すると

は思ってもいませんでした。今回は子ども議員とし

ての貴重な体験本当にありがとうございました。 

 

淡輪小学校  大内 陽斗 

 三年生の時に議場に行ったけど、まさか自分が議

会に参加するなんて思っていませんでした。なのに、

先生に児童会が子ども議会に参加すると聞いてビッ

クリしました。でも打ち合わせに行ってみると楽し

そうでちょっと安心しました。 

 議会では、課長さんが一生懸命に答えてくれて、

いつも岬町をよくするために話し合いがされている

んだなぁ～と思いました。いろんな質問があったけ

ど一つでも実現されたらいいなと思います。そして

これからも岬町のことについて考えていきたいと思

います。 

 

淡輪小学校  北野 樹 

 私は、この議会を体験して岬町はこんなふうにし

てできているんだ、こんなにがんばってくれている

んだなーと思いました。今回、議会の議長という重

大な役をさせていただき本当にありがとうございま

す。すごくきんちょうしたけど、すごくためになっ

たと思いました。三年生の時、一回議場に入ったけ

ど、まさか自分がそこで議会を体験し、そして議長

という役をさせていただくとは夢にも思っていませ

んでした。 

今回、体験した事を将来に生かしたいと思います。

そして私はいつか、岬町議会の議長になりたいです。   

今回は本当にありがとうございました。 

 

深日小学校  桶谷 七海 

 自分たちの考えや不安を伝えることができました。

それに対する答えも聞くことができたので、とても

満足な結果になりました。子ども議会で学んだこと

は、この後の生活や社会に役立つと思います。 

 また、今回の議会のように、これからも岬町のこ

とを考えていきたいです。他の学校との交流の場に

もなり、とても楽しかったです。制服の件は、でき

れば私たちが卒業するまでに新しくなってくれれば

良いです。よろしくお願いします。議会は今までに

無い貴重な機会となりました。本当にありがとうご

ざいました。 

 

深日小学校  尾崎 梨音 

 とても貴重な体験をさせていただきありがとうご

ざいます。私たちの質問などの疑問を伝えることが

できて良かったと思います。課長たちに、私たちの

伝えたいことが言えて、答えていただきありがとう

ございます。「こども議会」で、役場の方たちが岬

町のことをちゃんと考えていただいていることを、

改めて感じました。私は、この「こども議会」を通

して、考えてみようと思いました。制服など、気に

なっていましたが、課長さんたちが答えていただい

て、とてもよくわかりました。「こども議会」で、

他校の人とも交流もでき、これもまた、良かったと

思います。最初、とてもきんちょうしていたのです

が、みなさんやさしく教えてくれたので、やり通す

ことができました。この「こども議会」で学んだい

ろんなことは、役に立つと思います。本当にありが

とうございました。 
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深日小学校  辻本 芙杏 

 すごく緊張していました。自分の番になるまです

ごく長い時間だと感じました。質問をしおわってか

らの回答がびっくりしました。深日保育所をこわし

て、となりにある公園と合体すると聞いてすごく広

くなるなと思いました。他の人が質問したものの回

答もびっくりしました。岬中学校の制服のデザイン

がかわると聞いて、少しうれしかったです。しかも

「ジェイコム」のカメラがきていたので、よけい緊

張しました。テレビで放送されるのを見たかったけ

ど見られなかったのが残念でした。私が発表しおわ

ってから、友達に「ちゃんとできたよ！」といって

くれたので、ホッとしました。 

 経験できないことができたのでうれしかったし、

よかったと思っています。ありがとうございました。 

 

深日小学校  芳山 櫻子 

 めっちゃきん張しました。この「子ども議会」を

通して、岬町が良い町になればいいと思います。な

かなかできない体験をできて良かったです。納得の

できる説明をしていただいた課長さんたち、ありが

とうございました。ＪＣＯＭのテレビ見ました。 

 

多奈川小学校  青柳 勇輝 

 はじめて議員さんになってきんちょうしました。

いい経験をしました。議員さんは自分の町などいろ

んなことを考えてたんだなと思いました。また議員

さんになりたいと思いました。 

 

多奈川小学校  岡田 拓磨 

 今回の子ども議会に参加できて、ぼくはとてもう

れしかったです。 

なぜなら、ふだん疑問に思っていても聞けないこと

を直接役場の人たちに聞く事ができ、とても分かり

やすく答えてもらえたからです。副議長もきんちょ

うしたけど、とてもいい経験になりました。 

 ぼくは、他の友達ができない体験をしました。こ

の貴重な体験を友達に伝えて、これからの岬町を良

くしていくのが僕の責任だと思うので、中学校でも

頑張りたいです。 

本当にありがとうございました。 

 

多奈川小学校  北野 晴愛 

 私は、子ども議会でいろいろなことを学びました。

岬町は、どうすればもっと活せい化するのか、一生

懸命考えていることがより深くわかりました。深刻

な問題もあると思いました。人口はとても減ってい

てびっくりしました。私はとてもきんちょうしたの

で、議員さん達は、いつももっときんちょうしてい

ると思います。いつも岬町の人のためにつくしてく

れて、とてもありがたいなと思いました。 

学校に帰り、次の日に発表しました。得たものは

たくさんあるので、そのことを生かせるように努力

していきたいです。 

今回は、とてもいい機会を与えていただきとても

うれしかったです。このことを忘れず、たくさん生

かせるようにしたいです。もっと岬町のことを考え

たいです。 

 

多奈川小学校  池中 奏 

・議会は初めてだけどあんまりきんちょうはしなか

ったです。 

・伝えることを最後まで言えてよかったです。 

・あとテレビにでたので、うれしかったです。 

・伝えることを覚えるのが大変だったと思います。 

・議会は楽しかったです。 

 

多奈川小学校  津井 紅玲羽 

とてもきんちょうして町長さんとかがよく聞いて

いて、しんけんな目だったからきんちょうしました。
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ちょっと自分のセリフが早くなってしまったけど、

練習より大きな声で言えたのではっきりと伝わった

と思います。 

議会はとても大変で長時間あるなか、議員さんが

がんばっていることがよく分かりました。議長さん

はみんなの前ではきはきと言っていたのがすごかっ

たです。この子ども議会があったからこそ勇気をも

って言えることができました。 

 

多奈川小学校  福竹 玲奈 

 私はこの子ども議会で、はじめて岬町のことで自

分が思っている事を伝える事ができました。この議

会で岬町が便利になればいいと思います。私が質問

したら答えてくれて、やっと疑問がはれてよかった

です。答えてくれるときも、わかりやすく答えてく

れてよかったです。 

 この先もこんな機会がないと思うので、こんな体

験ができてとってもよかったです。ほかの人もはっ

きり言えていて、すごくじょうずでした。議長の人

はとくにじょうずでした。ゆっくりはきはき言えて

いてすごいと思いました。 

 

 

 

【広報「岬だより」１月号 3月号より】 



 

27 

 


